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漫画に学ぶ戦争
えいちたんきゅう

今年の夏の特別講座『A 知探 Q の夏』では、沢口 尚の『石の花』

をもとにユーゴスラビア問題を、アニメーション『ライオンキング』

と手塚 治虫の『ジャングル大帝』をもとにスワヒリ語を扱った。一方

で、｢漫画に学ぶ戦争｣と言えば、水木 しげる、中沢 啓治など大御所

を思い浮かべる人も多いでしょうが、そのほかにも多くの作家が第二

次世界大戦に関して優れた作品を残しています。

とりわけ、最近良く取り上げられるのが広島出身のこうの 史代の『夕

凪の街桜の国』と『世界の片隅に』です。後者は、2008 年に初版が発

表されて以来、静かな絵の中に込められた熱き想いが読者を引きつけ

ました。現在まで累計 130 万部の売り上げがあり、2011 年には早くも

日本テレビでドラマ化され、2016 年には片渕 須直監督によるアニメ

ーション映画になり、2018 年には TBS で日曜劇場の連続ドラマにもな

りました。アニメーションは、第 40 回日本アカデミー賞最優秀アニメ

ーションで作品賞を受賞、世界各国の言葉に翻訳されています。戦後 80
年の今夏、再び全国で再上映されまています。

長崎出身の西岡 由香は、ピースボートでの経験を踏まえて平和に関

する作品に取り組むようになり、女子中学生を主人公として『夏の残

像』と続編『八月九日のサンタクロース』という長崎原爆を題材とし

た物語を著しています。彼女は、2000 年 2 月「第一回ながさき女性国

際平和会議」の企画運営委員長を務めるなど多彩な活躍をしています。

また、第二次世界大戦後の過酷なシベリア抑留生活を扱った小説と

言えば、辺見 じゅん(1992)『収容所（ラーゲリ）から来た遺書』文春

文庫が知られており、これをもとに 2022 年には瀬々 敬久監督が『ラ

ーゲリより愛を込めて』という映画を制作し話題となり、今夏 8 月 11
日には TBS で放映されています。さらに同年には河井 克夫の手によ

りコミカライズもされています。同様の話題を、おざわ ゆきは父親の

抑留体験をもとに『凍りの掌 シベリア抑留記』を、母親の名古屋大

空襲での出来事を『あとかたの街』という漫画に描き、日常生活を破

壊する戦争の惨たらしさ、無意味さを扱っています。

太平洋での戦争に目を転じると、最大の犠牲者を生んだペリリュー

島の戦いを題材にした武田 一義の作品『ペリリュー －楽園のゲルニ

カ－』『ペリリュー外伝』があります。この戦いについては、十分に

人々に実態が知られているとは言えず、1944 年 9 月～ 11 月のわずか 2
ヶ月の間にアメリカ軍約 4 万 8 千人が投入され、これを迎え撃つ日本



軍守備隊は約 1 万人、そのうち生存者はわずか約 34 名という悲惨な戦

闘でした。この漫画『ペリリュー』は、今年の冬、久慈 悟郎監督作品

としてアニメーション化され、12 月 5 日(金)から公開(東映)されるこ

とになっています。本校では、近い将来、ここで紹介したペリリュー:
旧南洋群島パラオ諸島でのスタディツアーも企画しています。

さて、銃後の国内生活を話題にした作品では、｢少年ジャンプ｣に連

中の、ななせ 悠『陽光ヲ待ツ』があります。信楽焼の陶工になること

を夢見る少女が、戦況の悪化により信楽焼を使って手榴弾などの兵器

を作る作業にかり出され、困難な状況に苦悩しながらも希望を持って

未来へと進む姿が描かれています。

さて、このような太平洋戦争に関する一連の問題、たとえば死の行

軍、沖縄戦、従軍慰安婦、大陸からの引揚、シベリア抑留など、多く

の漫画家は「戦争」をどう描いて来たのでしょうか？「戦争を伝える、

ということはとても大切なことだけに重圧も大きい。たくさんの漫画

家がそれを乗り越え作品を紡ぎ続けてくれている」と、ちば てつやは

評しています。こうした経緯を踏まえ、ちくま文庫では戦後 80 年を期

して「戦争と漫画」と題するシリーズを刊行しています。ぜひ一度、

手に取ってご覧ください。

また、漫画本ではありませんが、戦争漫画の系譜を評論家の石子 順

がまとめており、こちらも大いに参考になります。

石飛 一吉
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